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■トライやる・ウィークを実施しました（９月４日～８日） 

トライやる・ウィークを実施しました。地域をはじめとするたくさんの事業所の協力で、学校を離れて 5

日間の職業体験を行いました。接客や販売、製造など普段はできない貴重な体験をすることができまし

た。ご協力いただきました地域と事業所の皆様には心よりお礼を申し上げます。  

 

 

 

 

 

 

 

         溶接体験                   自動車の整備体験              調理補助と接客体験 

    

 

 

 

 

 

 

 

     美容院で洗髪体験               パンの製造体験               福祉施設にて介護体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

    消防署にて隊員訓練            幼稚園にて読み聞かせ体験       小学校にて給食指導体験 

 

■ドローン操縦体験をしました（９月４日） 

（９月 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ドローンについての説明                           小型のドローンに挑戦 

              視点を変えれば世界が広がる 

                                校長 筒井 啓介 

ここに１枚の絵があります。「妻と義母」と呼ばれる絵です。皆さんはどの 

ように見えますか？若い女性が見えますか、それとも老婆が見えますか？ 

人によっては若い女性が向こうを向いているように見えるかも知れません。 

また、顎が出っ張った鼻が大きい老婆に見えるかも知れません。しかし、 

若い女性と老婆が同時に見える人は居ないと思います。視界に入っていても、 

脳が同時に認識できず、盲点が生じるためです。このことは、スコトーマ 

（心理的盲点）と呼ばれています。 

  私たちはいわゆる五感（視覚・聴覚・嗅覚・触覚・味覚）を使って周囲から情報を得ていま

す。その情報量は莫大なもので、全ての情報を認知するには脳に大きな負荷がかかります。 

そこで、一種のフィルターを通して、情報が取捨選択され負荷を軽減しているそうです。しか

しながら、時にそのフィルターは「固定観念」にもなり得ます。「決めつけ」というものです。 

次に、「ゲシュタルトの輪」という絵を見てください。この絵を見た時に 

最初にどこに目がいくでしょうか。多くの人が、輪の欠けた部分に目が行く 

と言われています。私も初めて見た時に右側の輪が気になりました。 

実は欠けた輪が気になるのは、いたって普通のことで、人間は「欠けている方」に目が行くと

ういう「心理的特性」があるそうです。 

「良いところを褒めて伸ばせ」という言葉を聞くことがあります。これに関しては全くの同

感で、この輪が表わす意味合いに通じるところがあるのではないでしょうか。出来ているこ

と、良いところを認識して、そこを自分の軸にしていけるように導くことは、人間形成におい

て非常に重要な事です。 

  二つの絵について、紹介をしましたが、人間は視点を変えれば見えなかったものが見えてく

る。そのためにも、中学生の多感な時期こそ様々な経験を積み、豊かな視点を持った人に育っ

て欲しいと思います。また、私たち大人は子どもの短所に目が行き、そこを注意することが多

い傾向にありますが、子どもたちの長所や頑張りを認め、そこを基軸にしながら、子どもに秘

められた可能性を引き出せるように、支援していくことが大切だと思います。 

  

 

 

妻と義母の絵 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     指定された経路で飛行体験                      参加者全員が飛行体験できました 

 

星翔高等学校の先生方のご協力で「ドローンの操縦体験会」を開催しました。体育館に集まった生徒

と先生方は、みな興味深く説明に聞き入っています。テレビや新聞でドローンについての話題がたくさん

取り上げられているので、どのようなものかは知っているようですが、実際に操縦するのは初めてです。

講師の先生からドローンの機能や操作の説明を受けて、全員が順番にドローンの操縦をしました。普段

の授業とは異なり、自分の操縦に答えるようにドローンが飛行するので、参加者全員がとても満足した

様子でした。貴重な体験を提供していただいた星翔高等学校の先生方、どうも有難うございました。 

 

■「見て知る盲導犬出張講座」を受講しました（９月１４日） 

    社会福祉法人兵庫盲導犬協会より、講師の濱名さんと盲導犬デュオをお迎えして、講話や訓練デモ

ンストレーションなどをしていただきました。事前に盲導犬について学習はしていましたが、実際に盲導犬

を見たり、お話を聞いたりする中で、新たな発見があったと思います。講話の後に、生徒から「盲導犬に

向いている犬種はあるのですか？」「1 日にどれ位の餌を与えるのですか？」などの質問が出ました。私

たちは当たり前のように 5感を使って生活していますが、視覚や聴覚などにハンディがある方は、生活の

中で苦労されていることや諦めざるを得ないことが多いと思います。しかし、盲導犬をはじめとする補助

犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）の支援があれば、できることも増え、世界が広がると思います。そのために

も、補助犬の存在や困っている方への声掛け、支援の仕方について正しい知識を持つことが必要だと思

います。障碍の有無に関わらず誰もが暮らしやすい社会づくりに向けて、学んだことを活かして欲しいと

願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ハーネスを付けて誘導                             盲導犬の訓練を紹介 

 

最終下校時刻 17:30 


